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公
民
館
大
講
堂
が
落
成

1
2、
1
3日
に
多
彩
な
記
念
行
事

長
門
市
中
央
公
民
館
大
講
堂
が

完
成
し
ま
し
た
。
五
月
十
二
、
十

三
の
両
日
に
わ
た
り
落
成
記
念
行

事
を
い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た

つ
き
ま
し
て
は
。
こ
の
落
成
を
記

念
し
て
市
民
各
位
の
御
協
力
に
よ

り
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
大
会
を
次

の
通
り
に
開
催
す
る
計
画
で
あ
り

ま
す
。五

月
一
二
日

午
前
６
、８
　

謡
曲
の
発
表

（
観
世
、
宝
生
）

コ
、已
　

舞
踊
Ｉ
長
門
高
Ｉ

午
後
三
、昌
　

演
劇
Ｉ
大
津
高
Ｉ

茲
、
昌
　

楽
器
演
奏

ー
俵
山
楽
器
同
好
会
ー

。茲
、西
　

歌
曲
、
俗
曲
、
舞
踊

そ
の
他

ー
市
民
よ
り
個
人
に
て
出
演

を
希
望
す
る
者
ー

一
五
、昌
　
尺
八
と
禪

ー
長
門
孔
友
会
ー

ー
長
門
琴
好
会
ー

一
六
、８
　
プ
ラ
ス
バ
ン
ド

ー
水
産
高
ー

一
六
、四〔
〕
　合
　
　
　
哂

ー
市
民
合
唱
団
ー

五
月
一
三
日

午
前
九、８
　

市
内
小
中
学
校
児

童
生
徒
に
よ
る
音
楽
、
演
劇

な
ど

午
後
三
、言
　
市
内
社
会
教
育
団

体
に
よ
る
余
興

ー
婦
人
会
、
青
年
団
ー

尚
、
個
人
に
て
出
演
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
左
記
様
式
に
よ
り
、

往
復
ハ
ガ
キ
に
て
五
月
八
日
ま
で

に
中
央
公
民
館
ま
で
御
申
込
み
願

い
ま
す
。
御
出
演
を
お
ね
が
い
す

る
万
に
は
折
返
し
ハ
ガ
キ
に
て
連

絡
し
ま
す
。

但
し
出
演
の
内
容
が
社
会
教
育
の

目
的
に
反
す
る
も
の
、
又
は
申
込

み
が
多
数
で
応
じ
切
れ
な
い
場
合

は
お
断
り
申
上
げ
る
事
も
あ
り
ま

す
の
で
お
含
み
下
さ
い
。
洵
又
、

当
日
の
受
付
は
お
断
り
し
ま
す
の

で
念
の
た
め
に
。

落
成
行
事
出
演
申
込

出
演
者
の
氏
名

住
　
　
所

出
鴿
内
容

所
要
時
間

備

｀
　
考

圉
出
演
内
容
は
、
歌
曲
、
歌
謡
曲

（
流
行
歌
）
俗
曲
｛
小
唄
端
唄
｝

舞
踊
、
楽
器
演
奏
な
ど
の
区
別
を

明
記
し
て
記
入
願
い
ま
す
。

５月 ４日

国民体育デー

国
民

の
誰
れ

も
が
楽

し
く
親

し
め
る

体
育
レ

ク
レ
ー

シ
ョ
ン

運
動
を

し
よ
う

と
す
る

の
が
目

的
で
す

本
市
で
は
子
供
の
日
を
中
心
に
、

夫
々
の
部
落
で
い
ろ
い
ろ
な
楽
し

い
行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
親
も
子
も
一
家
そ
ろ

つ
て
こ
の
「
国
民
体
育
デ
ー
」
を

有
意
義
に
送
り
ま
し
よ
う
。

（
１
）一
家
そ
ろ
つ
て
出
来
る
も
の

キ
ヤ
？
チ
ボ
ー
ル

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

簡
易
バ
レ
ー
ポ
ー
ル

卓
球
、
体
操
、
散
歩
、
わ
ら
び

狩
、
遠
足
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
、
サ

イ
ク
リ
ｙ
グ
、
登
山

（
２
）部
落
で
実
施
出
来
る
も
の

ソ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
ヂ
ボ
ー

ル
、
フ
リ
ー
テ
ニ
ス
、
フ
オ
ー

ク
ダ
ｙ
ス
、
ハ
イ
キ
ｙ
グ
、
部

落
運
助
会
、
早
起
体
操
会
、
キ

ヤ
ン
プ

こ
の
日
は
学
校
体
育
施
設
、
公

民
館
等
を
開
放
し
て
利
用
し
て
い

た
だ
く
べ
く
努
め
て
お
り
ま
す
。

通
公
民
館
講
座

開
催

去
る
四
月
二
十
九
日
、
通
公
民

館
は
農
協
会
館
で
昭
和
三
十
三
年

度
公
民
館
講
座
開
講
式
を
開
催
し

次
の
講
座
を
開
設
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。

団
ノ
浦
婦
人
学
級
ー
毎
月
十
、
二

十
、
三
十
日

栄
養
講
座
ー
毎
月
十
五
、
廿
五
日

洋
裁
（
文
化
）
毎
週
月
、
土
、
夜

編
物（
手
あ
み
、
機
械
あ
み
）火

書
　
　
道
　
　
　
　

木
、
夜

華
　
　
道
　
　
　
　
　
日
、
夜

洋
裁
（
ド
レ
メ
）
　
　
金
、
夜

ダ
ン
ス
　
　
　
　
月
二
回
、
日
曜

謡
　
　
曲
　
　
　
　
　

土
、
夜

教
養
講
座
（
全
員
必
修
）
水
曜
日

歌
句
会
案
内

皆
さ
ん
は
、
私
達
の
長
門
市
に

歌
句
会
と
い
う
も
の
が
あ
る
こ
と

を
御
存
じ
で
す
か
。

毎
月
一
回
皆
さ
ん
が
日
常
作
ら

れ
た
短
歌
や
俳
句
を
持
ち
集
ま
っ

て
批
評
し
合
う
会
な
の
で
す
、
皆

さ
ん
の
内
で
日
頃
か
ら
、
短
歌
に

或
は
俳
句
に
興
味
を
持
っ
て
る
方

又
、
こ
れ
か
ら
歌
を
一
つ
は
じ
め

て
見
た
い
と
思
は
れ
る
方
は
、
ど

し
ど
し
申
出
て
下
さ
い
御
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

尚
五
月
の
歌
句
会
を
決
の
通
り

開
催
致
り
ま
す
の
で
ふ
る
っ
て
出

詠
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
し
ま
す

日
　
時
　
五
月
十
七
日
（
土
）
午

後
一
時

場
　
所
　
中
央
公
民
館
、
和
室

出
　
詠
　
短
歌
「
雑
詠
」
一
首
。

俳
句
「
当
季
雑
詠
」
一
句

／
　
切
　
五
月
十
五
日
　
長
門
市

立
図
書
館
え
。

其
の
他
　
詠
草
郵
送
希
望
者
は
八

円
切
手
同
封
の
こ
と
。

深川婦人会

各種講座開く

深
川
婦
人

会
で
は
、
昭

和
三
十
三
年

度
婦
人
学
級

若
妻
学
級
（

三
十
五
才
以

下
の
者
に
限

る
）
の
年
間

計
画
が
、
次

の
通
り
決
り

ま
し
た
。

渮
、
第
一
回
講
座
を
左
記
の
通

り
開
催
い
た
し
ま
す
。

○
婦
人
学
級

現
代
社
会
の
動
向
に
つ
い
て

長
門
高
校
　
　
富
永
校
長

五
月
七
日
午
前
九
時

中
央
公
民
館

仝
　
　
午
後
一
時
半

上
ノ
原
公
会
堂

五
月
八
日
午
後
一
時
半

向
陽
小
学
校

五
月
十
五
日
午
後
一
時
半

大
畑
小
学
校

○
若
妻
学
級

「
婦
人
の
衛
生
に
つ
い
て
」

五
月
十
六
日
午
後
一
時
半

中
央
公
民
館

五
月
は
青
少
年

育
成
月
間

昭
和
三
十
三
年
度
婦
人
学
級
講
座
の
計
画

月五七八九十
一

十
二

一二三

科
　
　
　
　

目

社
会
（
開
講
式
）

子
供
の
し
つ
け

栄
養
改
善

農
　
業

家
庭
科
学

蚊
と
ハ
エ
の
駆
除

子
供
の
お
や
つ

料
　
理

国
際
事
情

宗
教
の
問
題

育
　
児

精
神
講
話
（
閉
講
式
）

内
　
　
　
　
　
　容

現
代
社
会
の
動
向
に
つ
い
て

夏
休
み
中
の
子
供
の
生
活

夏
期
の
衛
生
と
栄
養
に
つ
い
て

農
業
婦
人
の
技
術
向
上

近
代
生
活
の
あ
り
方

越
冬
駆
除

パ
ン
と
菓
子
の
作
り
方

正
月
料
理
の
作
り
方

現
代
国
際
問
題
に
つ
い
て

新
し
い
宗
教
の
あ
り
万

子
供
の
そ
だ
て
方
伝
染
病
予
防

総
会
と
か
ね
る

講
　
師

富
永
校
長

明
石
校
長

保
健
所

普
及
所

田
中
主
事

保
健
所

普
及
所

普
及
所

保
健
所

洵
、
大
畑
、
向
陽
、
東
深
川
、
西
深
用
の
四
学
級
に
分
け
て
開
催

す
る
。
九
、
十
一
、
一
月
は
二
本
立
と
し
、
そ
の
地
区
に
応
じ
た

講
座
を
行
う
。

昭
和
三
十
三
年
度
若
妻
学
級
の
計
画

月
　
　
　
内
　
　
　
　

容
　
　
　
　
　
　
　
脱
　
　
　
　

要

五
　
婦
人
の
衛
生
に
つ
い
て
　
　
　
優
生
保
護
　
受
胎
調
節

七
　
夏
季
の
衛
生
　
　
　
　
　
　
　

食
中
毒
に
つ
い
て

八
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
染
病
救
急
法

九
　
食
物
に
つ
い
て
　
　
　
　
　

食
品
衛
生
姙
産
婦
の
衛
生
に
つ
い
て

十
一
家
庭
の
医
学
　
　
　
　
　
　

家
庭
看
護
　
寄
生
虫
の
予
防

十
二
婦
人
の
健
康
　
　
　
　
　
　

精
神
衛
生
を
中
心
と
し
て

二
　
栄
養
に
つ
い
て
　
　
　
　
　

労
働
と
栄
養
の
と
り
方

三
　
春
を
迎
え
る
準
備
　
　
　
　

カ
と
ハ
エ
の
駆
除
　
受
胎
調
節

○
会
場
は
公
民
館
と
す
る
が
開
催
を
希
望
す
る
支
部
又
は
、
地
区
に

つ
い
て
は
保
健
所
に
斡
旋
し
て
み
る
。

こ
の
広
報
は
五
月
三
日
市
役
所
を
発
送
し
ま
し
た
。
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